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＜１＞ 全国のバス交通の状況  

 全国のバス利用者数は、モータリゼーションの進展等により、昭和40年代をピークとし

て減少を続け、現在はピーク時の約４割という状況であり、ほとんどのバス事業者が赤字

を計上している。 

 平成14年に道路運送法が改正され、バス事業の規制緩和が進み、新規参入が容易となっ

た一方で、路線の休廃止が許可制から事前届出制となった。 

 また、近年、運転手不足も深刻になっており、全国的にもバス路線の休廃止対策や生活

交通の維持・確保が課題となっている。 

 

（１）全国の乗合バスによる輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全国の乗合バス事業者の収支状況（令和６年度） 

 バス事業全体の損益（億円） 事業者数 

収入 支出 損益 黒字 赤字 計 

民営 5,548 5,956 △408 71 (63) 138 (136) 209 (199) 
公営 1,411 1,598 △186 1 ( 1) 15 ( 15) 16  (16) 
計 6,959 7,553 △595 72 (64) 153 (151) 225 (215) 

  ※ 保有車両３０両以上の事業者を対象とし、高速バス及び定期観光バスを除く。  

※（）内の数字は、２以上のブロックにまたがる事業者について、その重複を除いた結果の事業者数を示す。 

 

（３）有効求人倍率の推移 

 

 

参考資料 

（出典：国土交通省統計情報） 

（出典：国土交通省統計資料） 

（出典：厚生労働省統計情報） ※有効求人倍率：公共職業安定所で取り扱う求職者数に対する求人数の割合で 

1人の求職者に対してどれだけの求人があるかを示す指標 
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＜２＞ 休廃止対策における対応状況 

① 今宿姪浜線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 

・平成 17年 10 月に昭和自動車(株)が西区を走る６路線の休廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 18 年 11 月１日）。 休廃止された場合、西区今宿上ノ原等で 
新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 今宿姪浜線乗合マイクロバス連絡協議会：平成19年９月28日設置 

・複数の廃止路線を統合した形の路線にて、平成 18 年 11 月から１年間の社会実験を行い、 
平成 19年 11 月から代替交通の本格運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 24年９月に１日乗車券の販売開始。 
・平成 27年４月に新規バス停を設置。（今宿バス停[上り:三菱電機正門前 下り:ナフコ今宿店前]） 
・令和７年４月から、昭和バス「マリノア線」の廃止に伴い、小戸方面への運行を開始。 

 
（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17 年国勢調査。 

 今宿上ノ原 大谷バス停周辺 計 

人口 987(1,125)人 約 330(約 230)人 1,317(1,355)人 

高齢化率 47.2(32.6)% － － 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  昭和自動車（株） 運行事業者  （株）姪浜タクシー 
路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿 
今宿野外活動センター ～ 今宿 ～ 野北 
姪浜 ～ 今宿 ～ 前原 

路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿駅 

～ 姪浜駅北口 (約 10km) 

車両 中型バス 車両 小型バス１台 
運行時間帯 
始発  7:40（今宿野外活動センター発） 
最終 18:12（今宿発） 

運行時間帯 
始発 7:10（今宿野外活動センター発） 
最終 19:32（今宿駅発） 

運行本数・利用者数 
平日   11.5 往復・47 人/日 
土曜日  11.0 往復・46 人/日 
日祝日  11.0 往復・35 人/日 

運行本数・利用者数（令和６年度） 
平日   10.0 往復・ 89 人/日 
土曜日   8.0 往復・ 76 人/日 
日祝日   8.0 往復・ 61 人/日 

収支率 55％（国庫補助別） 収支率（令和６年度） 39％ 
（令和６年度実績） 経費: 17,204 千円 

収入:  6,646 千円 
（差額: 10,558 千円） 

                                                               補助額：10,558 千円 
              

 

参考資料 

運賃  
大人 160 円～360 円 
(今宿野外活動センター 
～姪浜駅北口) 

※単位未満を四捨五入。 

今宿野外活動センター 
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② 板屋脇山線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 

・平成 19 年３月に西日本鉄道(株)が那珂川支線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20 年４月１日）。廃止された場合、早良区板屋で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 板屋脇山線乗合タクシー連絡協議会：平成 20 年１月 23 日設置 

・地域との協議の結果、那珂川町方面への路線から脇山方面への路線に変更。 
また、需要や道路状況から、乗合タクシーによる運行に変更。 

・平成 20 年４月に代替交通運行開始し、平成 20 年８月に事前予約制を導入。経費と 
収入の差額を市が支援。 

・令和元年６月に脇山方面と那珂川方面の２系統に運行内容見直し。 
 

（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17 年国勢調査。 
 板屋 

人口 12(86)人 

高齢化率 83.3 (27.9)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  飯倉タクシー（株） 
路線 
板屋 ～ 那珂川営業所（那珂川町） 

路線 
板屋ふるさと館前 ～ 脇山小学校前 (約 12km) 
板屋ふるさと館前 ～ 中ノ島公園（約 13km） 

車両 中型バス 車両 小型タクシー(乗合)１台 
運行時間帯 
始発  7:24（板屋発） 
最終 15:28（那珂川営業所発） 

運行時間帯 
始発  9:20（板屋ふるさと館前発） 
最終 16:50（脇山小学校前発） 

運行本数・利用者数 
全日    4.0 往復・2.3 人/日 

運行本数・利用者数（令和６年度） 
全日  2.0 往復(事前予約制)・５人/年 

収支率 ―（市委託路線） 収支率（令和６年度） ８％ 
（令和６年度実績） 経費:  24 千円 

収入:  2 千円 
（差額:  22 千円）
補助額： 22 千円 

 

 

板屋 

那珂川市 佐賀県 

中ノ島公園 

板屋ふるさと館前 

脇山小学校前 

運賃  
大人 500 円 
（板屋ふるさと館前 

～脇山小学校前、 
板屋ふるさと館前 

～中ノ島公園） 

参考資料 

※単位未満を四捨五入。 
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③ 志賀島島内線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 

・平成 19 年 10 月に西日本鉄道(株)が志賀島島内線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20 年 11 月１日）。廃止された場合、東区勝馬、弘地区で 
新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 志賀島地域バス連絡協議会：平成 20 年４月 30 日設置 

・地域は、西戸崎までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 20 年 
 11 月に西鉄グループ西鉄バス宗像(株)による代替交通運行開始。経費と収入の差額を 
市が支援。（平成 29 年度から西鉄㈱が運行） 

 ・平成 27 年３月に大岳止(２便)をＪＲ西戸崎まで延伸し、駅構内へ全便乗り入れ。 
 
（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17 年国勢調査。 

 勝馬 弘 合計 

人口 210(274)人 234(411)人 444(685)人 

高齢化率 40.0(26.3)% 46.2(28.5)% 43.2(27.6)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 
路線 
勝馬 ～ 海浜公園西口 

路線 
勝馬 ～ 志賀島小学校前・西戸崎駅前 (約 11km) 

車両 
 中型バス２台 

車両 
 中型バス１台 

運行時間帯 
始発  6:04（勝馬発） 
最終 21:01（西戸崎駅発） 

運行時間帯 
始発 5:47（勝馬発※志賀島小学校前止め） 
最終 22:11（西戸崎駅前発※志賀島小学校前止め） 

運行本数・利用者数 
平日   14.5 往復・134 人/日 
土曜日  13.5 往復・108 人/日 
日祝日  13.0 往復・ 68 人/日 

運行本数・利用者数（令和６年度） 
平日   10.5 往復・158 人/日 
土曜日   6.0 往復・ 77 人/日 
日祝日   6.0 往復・ 63 人/日 

収支率 28％ 収支率（令和６年度） 34％ 
（令和６年度実績）経費: 28,553 千円 

収入等:  9,794 千円 
（差額: 18,759 千円） 
補助額: 18,759 千円 
 

 
 

西戸崎駅前(構内) 

弘 

勝馬 

志賀島 
小学校前 

運賃 大人 
210 円～510 円 
(勝馬 ～ 西戸崎駅前) 

参考資料 

※単位未満を四捨五入。 
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④ 脇山支線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 21 年３月に西日本鉄道(株)が脇山支線の廃止申し出 
（休廃止予定日:平成 22 年４月１日）。廃止された場合、早良区飯場、曲渕、石釜、 
西、椎原で新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 早良区南部地域バス連絡協議会：平成 21 年７月 28 日設置 

・地域は、早良営業所までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 22 年４
月に西鉄による代替交通運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30 年３月に運行内容見直し(バスルート切替え、大字西地区乗合ﾀｸｼｰ導入：予約型) 
・令和４年 10 月に運行内容見直し（曲渕線乗合タクシー導入） 
 

（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17 年国勢調査。 
 飯場 曲渕 石釜 西 椎原 合計 

人口 43(87)人 70(104)人 589(750)人 504(759)人 188(279)人 1,394(1,979)人 
 高齢化率 69.8(33.3)% 47.1(33.7)% 42.3(29.7)% 45.8(25.0)% 44.7(31.2)% 45.0(28.5)% 

 
＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 

 休廃止申し出時 現在 

路線名 脇山支線 ①脇山支線（椎原系統） ②大字西地区乗合タクシー ③曲渕線乗合タクシー 

運行事業者 西日本鉄道㈱ 西日本鉄道㈱ 飯倉タクシー㈱ 飯倉タクシー㈱ 

路線 

曲渕～陽光台～早良営業所 

椎原～脇山小学校前～早良営業所 

椎原～脇山小学校前～陽光台 

～早良営業所 

椎原～脇山小学校前 

～早良営業所(約８km) 

西地区(神の原) 

～内野地区(富士ヶ丘) 

(約 3km) 

※区域運行 

飯場～曲渕～陽光台 

～内野小学校 

～早良営業所(約 13km) 

車両 中型バス２台 中型バス１台 小型タクシー（乗合）１台 ジャンボタクシー（乗合）１台 

運行時間帯 
始発  5:54（曲渕発） 

最終 21:38（早良営業所発） 

始発  6:15（椎原発） 

最終 19:10（椎原発） 

始発  7:00（西地区発） 

最終 17:00（内野地区発） 

始発  7:00（曲渕発） 

最終 19:45（早良営業所発） 

運行本数・ 

利用者数 

平 日 22.0 往復･214 人/日 

土曜日 21.0 往復･125 人/日 

日祝日 19.5 往復･145 人/日 

平 日 8.5往復･112人/日 

土曜日  5.0往復･ 53人/日 

日祝日  5.0往復･ 36人/日 

平 日 4.0 往復 

土日祝 3.0 往復 

※事前予約 273 人/年 

平 日 9.5往復･34人/日 
土曜日 7.0往復･21人/日 

日祝日 7.0往復･15人/日 

収支率 

（令和６年度） 
21% 27% 14% 11% 

補助金額等 

（令和６年度実績） 
 

経費：18,752 千円 

収入等： 5,083 千円 

（差額：13,669 千円） 

補助額：13,669 千円 

経費：430 千円  

収入： 60 千円  

（差額：369 千円） 

補助額：369 千円  

経費：17,263 千円  

収入等： 1,864 千円  

（差額：15,398 千円） 

補助額：15,398 千円  

 
 
※単位未満を四捨五入。 

H22.4.1～ H30.3.17～ R4.10.1～ 

飯場 

曲渕 石釜 
西 

椎原 

曲渕 

陽光台 

早良営業所 

椎原 

脇山小学校前 

飯場 

曲渕 石釜 
西 

椎原 

曲渕 

陽光台 

早良営業所 

椎原 

脇山小学校前 

神の原 

富士ヶ丘 

飯場 
曲渕 石釜 

西 

椎原 

曲渕 
陽光台 

椎原 

脇山小学校前 

飯場 

内野小学校前 

：①脇山支線（椎原系統） 
：②大字西地区乗合タクシー 
：③曲渕線乗合タクシー 
：他系統バス路線 

：①脇山支線 
：②大字西地区乗合タクシー  
：他系統バス路線 

：脇山支線 
：他系統バス路線 

脇山支線 

西地区乗合タクシー 曲渕線乗合タクシー 

参考資料 

運賃 大人 
①210 円～430 円      ②250 円           ③150 円～300 円 
（椎原～早良営業所）    （西地区～内野地区）   （飯場～早良営業所） 

早良営業所 
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⑤ 金武橋本線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 22 年３月に西日本鉄道（株）が金武線・橋本線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 23 年４月１日）。廃止された場合、西区飯盛、吉武で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 金武・橋本地域バス連絡協議会：平成 22 年９月６日設置 

・地域は、西鉄による運行継続を要望したことから、平成 23 年４月に西鉄による代替交通
運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30年３月に橋本駅へ全便乗り入れ。(改正前乗入数(往復):平日 5.5、土曜 4.0、日祝 4.0) 
 

（２）地域の状況 ※ 数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17 年国勢調査。 
 飯盛 吉武 合計 

人口 413(551)人 
 

794(716)人 
 

1,207(1,267)人 
 高齢化率 42.6(31.0)% 39.0(34.1)% 40.3(32.8)% 

 

＜路線図＞ 

  

    

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 
路線 
（橋本線）金武営業所 ～ 橋本駅・野方 
  ～ 姪浜駅南口・国立医療センター 
（金武線）四箇田団地 ～ 天神 

路線        ※補助区間は【 】内のみ 
金武営業所 ～【かなたけの里公園入口 ～ 
橋本駅・野方】～ 姪浜駅南口・医療ｾﾝﾀｰ構内 
【補助区間：約 5km】 

車両 大型バス 車両 大型バス ※他路線と併用 
運行時間帯 
（橋本線）始発  6:15（金武営業所発） 

最終 19:56（国立医療センター発） 
（金武線）始発  7:30（四箇田団地発） 

最終 20:23（天神発） 

運行時間帯 
始発  6:13（金武営業所発） 
最終 19:48（医療センター構内発） 

 

運行本数・利用者数 
（橋本線）平日    7.5 往復・102 人/日 

土曜日   5.5 往復・ 83 人/日 
日祝日   5.5 往復・ 44 人/日 

（金武線）平日    4.0 往復・ 33 人/日 
土曜日   3.0 往復・ 28 人/日 
日祝日   3.0 往復・ 15 人/日 

運行本数・利用者数（令和６年度） 
平日    8.0 往復・ 139 人/日 
土曜日   5.5 往復・  73 人/日 
日祝日   5.5 往復・  58 人/日 

収支率 21％ 収支率（令和６年度） 52％  
（令和６年度実績） 経費: 10,178 千円 

収入等:  5,254 千円 
（差額:  4,924 千円） 
補助額： 4,924 千円 

 

 

かなたけの 
里公園入口 

金武営業所 

橋本駅 

野方 

吉武 

飯盛 

南金武 

運賃 大人 210 円～290 円 
(かなたけの里公園～橋本駅・野方) 
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※単位未満を四捨五入。 
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＜３＞交通手段の特性調査  ※令和３年度 

 

１．道路運送法における乗合事業の位置付け 
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２．交通サービスの特性 
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３．地域特性に応じた生活交通 
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＜４＞生活交通に関する住民意識調査結果  ※令和元年度 

 

（１）調査概要 

調査対象：福岡市内在住の高齢者（60 歳以上）の男女、7,000 人（回答率 72％） 

抽出方法：住民基本台帳による無作為抽出 

調査期間：令和元年 11 月 27 日～12 月 18 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な調査結果 

①自宅から最寄りバス停までの距離 

自宅から最寄りバス停までの距離は、約 300m 以下が半数以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自宅から最寄り鉄道駅までの距離 

自宅から最寄り鉄道駅までの距離は、約 500m 以下が半数以上を占める。 
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【表 1】 

参考：標本構成 

男 女 無回答

40.0% 58.4% 1.6%

60歳台 70歳台 80歳台 90歳以上 無回答

40.9% 38.1% 17.4% 2.6% 1.0%

東区 博多区 中央区 南区 城南区 早良区 西区 無回答

20.3% 11.6% 10.4% 17.9% 9.1% 15.3% 14.2% 1.2%

（全体N=5,039）

男女別

年齢別

区別

【図 1】 

【図 2】 

全体（ｎ=3,183） 
約 300ｍ以下 

全体（ｎ=1,046） 
約 500ｍ以下 

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上
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